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戸スコートで

さ
ね
か
か
広
汗

四
月
十
四
日
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
釜
無
工
業
団
地

公
園
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
昭
和
町
テ
ニ
ス
部
の

指
導
に
よ
る
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
初
心
者
を
対
象
に
行
わ
れ
、
基
本
か
ら
指

コ
!
ト
狭
し
と
ボ
l
ル

導
を
受
け
た
参
加
者
た
ち
は
、

を
追
い
か
け
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

x近代的な設備の中で
待望のゆとりある教育(西条小)… 2P 

xモデル市街地l乙着手
(河西大林地区土地区画整理事業)一3P 

北区長・区長代理・常設委員の選任
及び変更…… 4P

xふるさとづくり(築地新居)
私の趣味 ………………………ー… 5P 

…6P xおしらせ

D
l
 

円

ix保健衛生だより

一8P x5月の乙よみ



三
月
二
十
七
日
、
午
前
十
時
か
ら
、

町
立
西
条
小
学
校
の
落
成
式
が
同
校
体

育
館
で
関
係
者
約
百
人
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
条
小
完
成
に
よ
り
町
内
の
小
学
校

昭和 59年 5月1日発行(2 ) 
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つよ

ふ とJ|
は
二
校
に
な
り
、
既
設
の
押
原
小
学
校

の
マ
ン
モ
ス
化
の
解
消
と
長
い
間
待
ち

望
ん
で
い
た
ゆ
と
り
あ
る
教
育
が
可
能

と
な
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
や
関
係
者

の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

四
月
三
日
に
は
、
午
前
九
時
よ
り
開
・

校
式
、
続
い
て
入
学
式
が
行
わ
れ
、
近
一

代
的
な
真
新
し
い
校
舎
で
児
童
た
ち
は
一

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
一

響

開校式であいさつする石原町長

昨
年
の
十
一
月
三
十

日
ま
で
、
西
条
小
学
校

の
よ
り
よ
い
校
風
と
伝

統
を
築
き
あ
げ
る
た
め

の
校
章
を
募
集
し
た
と

乙
ろ
、
多
数
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

応
募
が
あ
っ
た
作
品

を
、
校
章
選
定
委
員
が
、

慎
重
に
審
査
し
二
点
を

選
び
だ
し
、
三
月
七
日

に
執
行
部
が
、
昭
和
の

か
つ
て
の
天
然
記
念
物

で
あ
っ
た
源
氏
蛍
を
中

心
に
据
え
た
河
東
中
島

の
荻
野
栄
さ
ん
の
作
品

を
選
び
ま
し
た
。

乙
の
校
章
は
、
武
田

菱
を
形
ど
り
、
中
心
の

輪
は
「
昭
和
」
の
和
を

意
味
し
、
四
方
の
a
E
は、

子
供
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま

の
分
野
へ
伸
び
る
可
能

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
校
章
は
西
条

小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
広
く
教
育
の
場

に
活
用
さ
れ
ま
す
。



わ

三
月
三
十
日
、
河
西
大

林
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
起
工
式
が
現
場
内
で

地
権
者
、
関
係
者
等
九
十

人
余
り
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

河
西
大
林
地
区
は
、
市

街
化
区
域
の
水
団
地
帯
で

あ
り
ま
す
が
、
提
防
を
舗

装
し
た
道
路
が
狭
い
た
め

開
発
が
お
く
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
区
画
整
理
事
業

を
実
施
し
ま
す
と
道
路
・

公
園
・
水
路
等
の
公
共
施

設
が
整
備
さ
れ
、
健
全
な

『

市
街
地
が
造
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
の
地
権
者
は

五
十
五
人
余
り
、
面
積
約
八
、
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
幅
員
八
メ
ー
ト
ル
の
道
路

が
地
区
西
側
と
中
央
部
の
南
北
に
縦

貫
さ
れ
、
こ
れ
を
基
幹
と
し
て
六
メ
ー

ト
ル
、
五
メ
ー
ト
ル
の
区
画
道
路
が
配

置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難
場
所
と
し

て
も
利
用
で
き
る
約
二
千
五
百
平
方
メ

ー
ト
ル
の
児
童
公
園
も
設
置
さ
れ
、
九

月
に
は
工
事
も
終
了
す
る
予
定
で
、
平

均
減
歩
率
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
事
業

を
執
行
い
た
し
ま
す
。

-つよし報広( 3 )昭和59年 5月1日発行

至甲府

必 除

起工式がおこなわれた河西大林地区

"""""""""""，1'""""""""""""""，""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""""" 、

開校式に出席した関係者

昨
年
二
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
、
山
梨
県
立
甲
府
昭
和
高
等
学
校

の
第

一
期
工
事
が
完
成
し
、
四
月
三
日

開
校
式
が
午
後
一
時
か
ら
同
校
体
育
館

で
、
望
月
県
知
事
を
は
じ
め
、
地
元
町

村
長
、
第

一
期
入
学
生
な
ど
関
係
者
約

五
百
八
十
人
が
出
席
し
て
、
新
設
校
の

前
途
を
祝
い
ま
し
た
。

同
校
は
白
根
高
校
と
併
せ
て
、
中
巨

摩
郡
下
の
人
口
急
増
地
域
と
い
う
乙
と

も
あ
り
、
昭
和
町
西
条
の
中
央
自
動
車

道
甲
府
昭
和
イ
ン
タ
ー
南
側
へ
建
設
、

敷
地
面
積
約
四
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、

校
舎
は
鉄
筋
四
階
建
て
、
約
四
千
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
十
五
の
普
通
教
室
と
六

つ
の
特
別
教
室
を
備
え
て
い
る
。

校
舎
の
西
側
に
は
鉄
骨
平
屋
建
て
、

約
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
体
育
館
・
格

技
場
が
併
設
さ
れ
て
あ
り
、
第
二
期
工

事
は
、
五
十
九
・
六
十
年
度
継
続
で
さ

ら
に
校
舎
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。
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マ
西
条
一
区

区
長
・
区
長
代
理

わ

門
西
条
一
区
〕

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

門
清
水
新
居
〕

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

常
設
委
員
の
選
任
及
び
変
更

四
月
一
日
付
で
、
一
部
の
区
に
お
い
て
、

区
長
・
区
長
代
理
・
常
設
委
員
が
次
の
と

お
り
選
任
及
び
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

つよし

森中末高
田淳木野

幸贋敏孝
一雄夫久

衛
生
委
員

門
河
東
中
島
〕

区

長
区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

〔
築
地
新
居
〕

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

笹
本
豊
太
郎

田山石山
中下原下

一譲和孝
永二義弘

五保五保
味坂味坂

正幹徳敏
夫雄美弥

輿

石

哲

夫

田
中

~

始

今

津

六

郎

河

田

桂

磯

部

貞

治

報広

評
価
補
助
員
は
、
固
定
資
産
の
評
価

に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

の
中
か
ら
町
長
が
選
任
す
る
も
の
で
、

固
定
資
産
評
価
の
職
務
を
補
助
す
る
大

事
な
役
割
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
三
年
間

公
平
な
評
価
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
も
新
補
助
員
に
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
新
評
価
補
助
員
は

次

の

方

々

で

す

。

(

敬

称

略

)

名
執

保
義

宿高祖~崎高高高高田“~al~‘軍司@幅“国E‘耳圃ー‘~m;~岨ー・ー‘高画‘-世間宮田-~園田‘高調g"，;~~~‘庖梅高高@自fOlQIi)t

青
少
年
育
成
推
進
員
を
委
嘱

四
月
一
日
付

地
域
に
あ
っ
て
』
育
少
年
育
成
運
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
会

の
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、
市
町
村

が
設
置
す
る
青
少
年
育
成
推
進
員
に
次

の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

塩
沢
登
(
西
条
一
区
)
、
高
野
幸
一

(
西
条
二
区
)
、
飯
島
頴
周
(
清
水

新
居
)
、
北
爪
昭
夫
(
西
条
新
田
)

望
月
朝
徳
(
押
越
)
、
向
山
清

(
河
東
中
島
)
、
大
坪
宣
海
(
紙

漉
阿
原
)
、
内
藤
幸
照
(
築
地
新
居
)

小
沢
弘
(
飯
喰
)
、
今
村
徹
(
河

西
)
、
武
井
正
征
(
上
河
東
)
、
塚

原
博
明
(
上
河
東
二
区
)

SIij‘E高高園高層
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町
職
員
人
事
異
動

町
で
は
、
四
月
一
日
付
で
職
員
の
人

事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任

《
昇
任
・
配
置
が
え
》

マ
国
体
室
・
国
体
室
長
兼
教
育
次
長
兼

総
務
係
長
(
教
育
委
員
会
・
教
育
次
長

兼

総

務

係

長

)

風

間

辰

男

マ

国

体
室
・
国
体
係
長
(
福
祉
課
・
福
祉
係

長

)

秋

山

睦

夫

マ

出

納

室

・

出

納
係
長
(
出
納
室
・
主
任
)
柳
沢

克
子
マ
福
祉
課
・
福
祉
係
長
(
建
設

課

・

主

任

)

後

藤

正

比

古

マ

国

体
室
・
主
事
(
教
育
委
員
会
・
主
事
)

大
江
至
マ
建
設
課
・
主
事
(
総
務

課

・

主

事

補

)

長

田

信

夫

マ

西

条
小
学
校
司
書
主
任
(
押
原
小
学
校
司

書

主

任

)

井

口

香

代

子

慎
一
茂
富

早樋
川口

西
条
小
学
校
用
務
員

学
校
給
食
共
同
調
理

場
用
務
員

《
臨
時
採
用
》

加

藤

初

枝

学

校

給

食

共

同

調

理

場
調
理
婦

学
校
給
食
共
同
調
理

場
調
理
婦

阿
部

さ
だ
子

《
派
遣
社
会
教
育
主
事
》

新

津

清

二

《
新
採
用
》

秋
山
高
一
郎

秋

山

裕

子

出

納

室

・

主

事

補

職

》

三

月

三

十

一

日

付

押

原

小

学

校

司

書

主

よ

し

子

学

校

給

食

共

同

調

理

事

補

場

調

理

婦

一
臣
、
同
一
県
内
で
は
、
昨
年
一
年
間
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

U

H
E
U
一
で
四
千
五
百
七
十
六
件
の
交
す
。

↓

s一
知
一
通
事
故
が
発
生
し
、
特
に
本
町
で
は
、
乙
の
事
態
を
重
…

↑

E
E』
『
屯
=
町
は
住
民
千
人
当
た
り
の
死
視
し
、
交
通
環
境
の
整
備
、
↑

二《

j
q一
傷
者
が
八
・
七
人
と
ワ
l
ス
安
全
教
室
等
を
積
極
的
に
主

一

文

型

卜

ー

と

な

り

、

ワ

ー

ス

ト

2

め
て
い
き
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
一

門

司

聖

の

竜

王

町

よ

り

0
・

三

人

も

パ

l
、
歩
行
者
の
み
な
さ
ま
円

十
引
担
事
d=
多
く
、
住
民
の
被
害
率
は
県
も
交
通
ル

l
Z守
り
、
室

内

k「
一
日
一
一
平
均
六
・
一
人
を
大
き
く
上
通
事
故
の
な
い
町
に
し
て
い
一

↓

-
d
v
M
=
回

り

ま

し

た

。

き

ま

し

ょ

う

。

↓

一

ま

安

一

乙

れ

ら

は

、

本

町

お

よ

び

議

河

《

凶

↓

1
4
D一
近
隣
町
村
が
、
甲
府
市
の
ベ

b
k
r
手ノ
J
K
J凋
↓

-

v

s

=

C

雲

hc~》
4
4・
』
↓

日
』
印
字

-
U
一
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
が

X
6
Pた
G
4
+

十

一

必

勾

一

進

み

人

口

も

著

し

く

増

加

し

仁

〈

心

島

市

何

十

一

邑

弱

昨

一

て

い

る

た

め

、

マ

イ

カ

ー

の

が

匂

靖

孝

一

一

↓

リ

川

一

通

勤

な

ど

に

よ

る

交

通

量

の

av匂
務
札
ミ
日

一
夜
一
日
間
し
時
四
時
日
ォ
一
ヨ
¢
三

T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
L
 

志《
村退



ふ
る
さ
と

づ
く
り
事
業

の
一
環
と
し

て
、
築
地
新

居
区
で
は
、

広
大
な
釜
無

工
業
団
地
を

控
え
て
い
る

乙
と
も
あ
っ

て
、
人
口
も

し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の

よ
う
な
乙
と
か
ら
、
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
よ
う
と
、
戦
後
廃
止
さ
れ
て
い
た

獅
子
舞
を
復
活
、
祭
に
は
奉
納
相
撲
、

カ
メ
ラ
を
集
め
ニ
十
五
年

上
河
東
の
磯
部
寛
さ
ん

厳海沿
寸角ゆ
.翠彊E.

わ-つよし報

院
科
歯
今
回
は
、
カ
メ
ラ
を
集
め

E
t
始
め
二
十
五
年
、
現
在
そ
の

数
は
二
四

O
台
余
り
に
も
お
よ
ぶ
と
い

う
上
河
東
の
磯
部
寛
さ
ん
四
十
七
歳
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
の
頃
か
ら
、
写
真
や
ラ
ジ
オ

の
組
み
立
て
が
好
き
で
、
昭
和
三
十
四

年
ド
イ
ツ
製
の
パ
テ
ン
ド
エ
イ
ツ
カ
メ

ラ
(
大
正
初
期
)
と
い
う
古
い
カ
メ
ラ

と
の
出
合
い
が
磯
部
さ
ん
の
心
を
強
く

ひ
き
つ
け
カ
メ
ラ
を
集
め
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
古
い
も
の
は
大
量
生
産
の
も
の
と

違
っ
て
造
り
あ
げ
た
人
の
心
が
乙
も
っ

て
お
り
、
入
念
な
仕
上
げ
が
し
て
あ
り
、

広( 5 )昭和 59年5月1日発行

昨
年
は
佐
藤
茂
さ
ん
の
紹
介
で
本
県
出

身
の
力
士
翠
世
山
と
甲
州
山
を
招
い
て

模
範
相
撲
、
子
供
達
と
一
緒
に
な
っ
て

相
撲
を
と
っ
た
り
し
て
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
区
内
を
一
周
す
る
「
み
乙
し
」
は

特
に
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。ま
た
、
愛
育
会
主
催
に
よ
る
腰
痛
体

操
、
体
育
部
の
毎
月
第
一
日
曜
日
の
歩

け
歩
け
運
動
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
美
化
推
進
運
動
を

行
う
な
ど
盛
り
沢
山
の
事
業
が
計
画
さ

れ
、
区
の
み
な
さ
ん
の
健
康
と
、
ふ
れ

あ
い
を
目
的
に
立
派
な
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
「
今
後
も
新
し
い
事
業
を
計
画
し
積

手
に
な
じ
む
も
の
が
あ
る
か
ら
好
き
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

集
め
た
カ
メ
ラ
の
中
で
一
番
古
い
も

の
は
、
明
治
三
十
七
、
三
十
八
年
頃
の

日
本
製
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
九
月
に
は
、

N
H
K

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
タ
リ
ー
に
出
演
、

約
百
台
の
カ
メ
ラ
を
披
露
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
磯
部
さ
ん
の
夢
は
、
展

示
館
を
造
り
、
多
く
の
人
達
に
自
分
の

集
め
た
カ
メ
ラ
を
見
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
と
と
だ
そ
う
で
す
。
早
く
そ
の
夢

が
実
現
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
/

オ
ー
ト
バ
イ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
あ

る
磯
部
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
N

最
少
限

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
」
と
、

今
度
社
会
教
育
委
員
に
な
ら
れ
た
松
木

邦
明
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

の
予
算
で
貴
重
な
も
の
を
集
め
る
こ
と
H

こ
れ
か
ら
も
こ
の
モ
ッ
ト
ー
を
い
か
し
‘

た
く
さ
ん
の
珍
し
い
カ
メ
ラ
を
集
め
、

大
勢
の
み
な
さ
ん
に
披
露
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

釜無工業団地公
(築地新居区老人クラブ)

四
月
一
日
、
町
体
育
協
会
主
催
の
第

四
回
町
内
一
周
駅
伝
大
会
は
、
押
原
中

学
校
々
庭
を
十
時
に
ス
タ
ー
ト
、
十
一

区
間
、

二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
、
小
雨
の
降
る
中
、
各
地
区
十
二

チ
l
ム
が
参
加
し
て
健
脚
を
競
い
ま
し

た。
沿
道
や
各
中
継
点
は
、
乙
の
レ

l
ス

を
ひ
と
め
み
よ
う
と
い
う
人
た
ち
が
集

ま
り
、
盛
ん
な
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し

た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

準

優

勝

押

越

チ

1

ム

一
二

位

上

河

東

チ

l
ム

な
お
、
区
間
優
勝
者
は
次
の
方
々
で

す
。
区
間
優
勝
者
(
敬
称
略
)

区

間

名

氏

名

所

属

チ

l
ム

第

一

区

井

上

俊

司

上

河

東

第

二

区

川

口

義

行

西

条

二

区

第

三

区

井

上

か

お

る

上

河

東

第

四

区

堀

之

内

小

百

合

西

条

一
区

第

五

区

相

原

紀

幸

飯

喰

第

六

区

中

込

裕

西

条

一
区

第

七

区

井

上

千

春

上

河

東

第

八

区

倉

科

武

幸

築

地

新

居

第

九

区

秋

山

隆

押

越

第

十

区

山

田

秀

才

押

越

第
十

一
区

大

野

実

良

紙

漉

阿

原

過
去
の
大
会
入
賞
チ
i
ム

第
一
回
大
会

優

勝

上

河

東

チ

ー

ム

準
優
勝
築
地
新
居
チ
1

ム

三

位

西

条

一

区

チ

l
ム

第
二
回
大
会

優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

準
優
勝
河
東
中
島
チ
l
ム

三

位

上

河

東

チ

l
ム

第
三
回
大
会

優

勝

築

地

新

居

チ

i
ム

準

優

勝

押

越

チ

l
ム

三

位

紙

漉

阿

原

チ

ー

ム

西条二区中央道側道橋上にて



北
星
と
大
接
戦
の
す
え
準
優
勝

巨
摩
少
年
野
球
大
会
が
、
三
月
二
十
五

日
・
二
十
六
日
・
二
十
七
日
の
三
日
間
、

中
巨
摩
郡
玉
穂
村
の
県
勤
労
青
年
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
本
町
の
釜
無
工
業
団

地
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
、
二
十
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
昭
和

の
チ
l
ム
が
準
優
勝
を
飾
っ
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

マ
一
回
戦
若
草

2
(
特
別
延
長
1

昭
和

2

1

0
で
昭
和
)

マ
二
回
戦
昭
和
問
(
五
回
コ
ー
ル

八
回

3

ド
)

V
準
々
決
勝
敷
島

2
(
五
回
コ
ー
ル

昭
和

9

ド
)

昭和59年5月1日発行(6) 

カ7

わ-つよし報広

メ一-一
7

マ
準
決
勝

マ
決
勝

刀口

nu

π骨
エ
↑

あ
づ
ま
1

北
星口和

6 4
(
延
長
九
回
)

4

、特
別
延
長
2
'

，
l
1
で
北
星
、

O
大

会

出

場

選

手

マ

監

督

原

広

マ

選

手

名

河

田

光

昭

、

井

口

孝

雄
、
小
沢
直
生
、
入
倉
久
、
佐
野

順
一
、
塚
原
慶
一
、
相
原
優
、

田

辺

照

幸

、

萩

原

真

、

井

口

雅

文
、
内
藤
直
樹
、
高
野
一
信
、
前

川
貢
、
松
野
彰
、
上
田
裕
二
、

石

原

重

樹

、

井

日

栄

一

、

石

川

ヘ

裕
一
、
深
沢
誠
司
、
樋
口
洋
平

(
敬
称
略
)

一
宮
一
戸
一

lJl 

昭
和
バ
イ
パ
ス
沿
道
に
設

置
し
ま
す
。

ま
た
、
カ
ン
ナ
は
七
月

か
ら
十
月
ま
で
あ
ざ
や
か

に
咲
き
つ
づ
け
る
の
で
、

国
体
に
参
加
す
る
人
た
ち

を
花
い
っ
ぱ
い
で
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
い
じ
国
体
に
向
け

花
い
っ
ぱ
い
運
動
開
始

六
十
一
年
か
い
じ
国
体
を
花
い
っ
ぱ

い
で
迎
え
よ
う
と
、
西
条
二
区
の
塚
原

春
雄
さ
ん
に
畑
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

三
月
二
十
六
日
、
役
場
職
員
八
名
が
県

か
ら
配
布
さ
れ
た
カ
ン
ナ
の
球
根
千
百

株
の
植
え
付
け
を
し
ま
し
た
。

乙
の
カ
ン
ナ
は
、
五
月
上
旬
に
は
芽

を
出
七
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
へ
移
植
、

準優勝をした昭和チーム

Ja
lu
S崎
町

児
童
扶
養
手
当
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
?

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
親
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て

支
給
さ
れ
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
乙
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
児
童
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
に
寄
与
す
る
乙
と

を
趣
旨
と
し
た
制
度
で
す
。

手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
十
八
歳

(
重
度
の
心
身
障
害
児
の
場
合
は
二
十

歳
)
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母

親
、
ま
た
は
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
養
育
者
に
対
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
o

v
父

・
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

V

父
が
死
亡
し
た
児
童

V

父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童

V

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

手
当
額
は
、
児
童

一
人
の
場
合
は
、

月
額
三
万
二
千
七
百
円
、
二
人
の
場
合

は
、
三
万
七
千
七
百
円
、

三
人
以
上
は
、

一
人
に
つ
き
二
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
金

(母
子
年
金
・
遺

族
年
金
)
を
受
給
で
き
る
人
、

一
定
額

以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
受
給
で
き

ま
せ
ん
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
課

福
祉
係
電
七
五
|
一
一
一
一
一

内
線
三
四

番
)
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

・・
・公
衆
電
話
を
大
切
に
・
.. 

天
災
地
変
等
で
電
話
が
使
え
な
く
な

っ
た
り
、
混
み
合
っ
て
か
か
り
に
く
く

な
っ
た
時
に
、
緊
急
な
通
話
を
し
な
け

カンナの球根の植え付けをした町職員

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合

は
大
変
困
り
ま
す
。

乙
ん
な
時
、
公
衆
電
話
(
黄
電
話
、

青
電
話
)
は
、
優
先
し
て
通
話
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

公
衆
電
話
は
、
み
ん
な
で
使
う
電
話

で
す
。
乙
わ
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
り

し
て
は
、
み
ん
な
が
迷
惑
し
ま
す
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

九
州
閣
問
問
門
〉

《

富

》

「
鉄
鋼
王
」
と
呼
ば
れ
た
・
ア
メ
リ
カ

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
は
、
十
四
歳
の
時
に
手

織
工
の
父
と
渡
米
し
て
、
勤
勉
に
幾
多

の
職
業
を
経
な
が
ら
や
が
て
巨
富
を
得

ま
す
が
H

富
は
神
か
ら
ゆ
だ
ね
ら
れ
た

神
聖
な
も
の
P

と
い
う
信
条
を
持
ち
、

巨
額
の
私
財
を
学
校
や
社
会
事
.業
、
文

化
事
業
の
た
め
に
投
じ
ま
し
た
。

後
年
、
.
彼
は
自
伝
で
、
若
年
の
頃
、

初
め
て
納
税
義
務
を
果
た
し
た
と
き
が

人
生
最
初
の
感
激
で
あ
っ
た
、
と
述
べ

て
い
ま
す
口

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

火
遊
び
に
よ
る

火
災
を
な
く
そ
う
!

火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
お
と
な
の
目

が
届
か
な
い
た
め
死
傷
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
が
多
分
に
あ
り
ま
す
。

火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
な
く
す
た
め

に
は
お
と
な
の
注
意
が
大
切
で
す
。

マ
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
等
は
乙
ど
も
の

手
の
届
く
と
乙
ろ
に
置
か
な
い
。

マ
乙
ど
も
だ
け
残
し
て
外
出
し
な
い
。

マ
平
素
か
ら
火
災
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

話
し
聞
か
せ
る
。
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実施日 受付時間 ユ~ 当 児 場所

5月8日(刈
昭和58年10月生まれ

午後 1時 昭和59年 1月生まれ 中央

5月10日帰
--2時

昭和58年4月生まれ 公民館
/ノ 7月生まれ

母子手帳物ち持

米り去f客語Ûi>~ 't~投1

5月2日(水)午後 1時--2時

中央公民館

昭和58年2月 1日~昭和59年 1月31日までの出

生児。

昭和58年 2月 1日以前に生まれた子で4歳以下

の未投与者。

持ち物母子手帳・問診票

※追加投与を 5月17日(木)、午後 1時--2時まで実施いた

します。なお、 1か月以内に麻しん、 BCG、3種混合等の

予防接種をした者は投与できません。

時

所

児当

日

場

該

5月30日(水)午後 1時--2時

中央公民館

昭和 56年9月 1日~昭和 57年3月31日まで

の出生児。(1期)

I期3回を完了して 1年から 1年6か月以内の
者、ただし、 5歳6か月までの幼児。 (ll期)

昭和 55年3月1日~昭和 56年8月 31日まで

の出生児で未接種者。

母子手帳・問診票

時

所

児当

日

場

該

午後 1時--1時30分

霊会
p，::;;--検

物ち持
実

場

該

5月23日(水)受付時間

中央公民館

昭和 57年9月 1日~昭和 57年 11月30日まで

の出生児、及び前回未受診児。

内科、歯科検診、身体測定、保健指導。

母子手帳、 1歳 6か月児健康質問票

午後 1時--2時日

所

児

診査内容

持ち物

施

当

実

場

該

当

※広報の毎月発行に伴い乳児検診及び整形外科検診につい

ての個人通知は廃止いたします。今後は広報(保健衛生だ

より)でお知らせいたしますので御了承原郎、ます。

日

〉
」
イ
つ
/
ほ
/
立
俳
句

物
濯
ぐ
指
の
し
び
れ
て
寒
戻
る

磯

部

信

与

奥
歯
か
ん
で
送
辞
に
耐
え
ぬ
卒
業
す

長

田

そ

の

子

降
る
雲
に
逆
ら
ひ
と
ん
で
鴻
時
く

河

田

好

子

立
っ
て
穿
く
ブ
ー
ツ
曙
り
ふ
り
か
ぶ
り

松

岡

満

子

噌
り
や
川
は
岐
れ
て
名
を
変
え
て

内

藤

ふ

く

次

「
食
生
活
の
知
識
!

緑
茶
は
生
葉
を
蒸
し
て
、
酸
化
酵
素
一

を
失
わ
せ
た
後
、
も
ん
で
乾
燥
さ
せ
た
一

も
の
で
、
玉
露
、
抹
茶
、
前
…
茶
、
番
茶
一

な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
茶
に
は
カ
フ
一

ェ
イ
ン
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
精
神
活
一

動
を
活
発
に
し
、
眠
気
を
防
ぐ
な
ど
、
一

有
用
な
薬
用
効
果
を
発
揮
す
る
反
面
、
一

多
量
に
摂
り
す
ぎ
る
と
不
眠
、
心
惇
冗
一

進
な
ど
好
ま
し
く
な
い
効
果
を
も
た
ら
一

す
と
と
が
あ
り
ま
す
。

、

一

ま
た
、
，
茶
に
は
ビ
タ
ミ
ン

C
が
多
く
い

含
ま
れ
て
お
り
、
一

0
0グ
ラ
ム
中
番
一

茶
は
三

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
玉
露
が
一

O
一

0
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
煎
茶
は
二
八

0
ミ
リ
一

グ
ラ
ム
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

-
j

.地

-vお
め
で
ど
う
・

4

三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

一

(

敬

称

略

)

村村小深
松松林淳氏氏
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水

春
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水
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太

小
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美

深

沢

岳

人 美正文政名
枝史江臣
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猪実
日 時 5月4日(金)午前10時20分--10時25分

場 所旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は麻袋などの強い袋花入れて、ヒモでしっかり封

をして下さい。

ト事了兜整 来日形 九よ芝草4
施日 5月28日(月)受付時間

所中央公民館

児昭和 58年 12月 1日~昭和 59年3月31日まで

の出生児。

持ち物母子手帳

※離乳食指導も同時に実施いたします。

l-尽き浮帳交付及びヂ磯健康相談日
時 5月12日(土)・ 26日(土)

午前9時--11時30分

場 所中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑をど持参ください。

また、一般健康相談は40歳以上の方を対象に行います。

八 保
義義雄十和 正峰剃昭護

稔太貢法法一一彦守悟 二 則仁者
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一
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居
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条
二
区

西
条
二
区
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5向の乙同

よし広

エメラルド(幸福・愛)
鈴蘭
鈴蘭(ーぱいの愛情)

誕生石

誕生花

5月の花

春期ポリオ生ワク追加投与(中央公民館)

地区対抗町民ゴノレフ大会(敷島G.G)

第16田中巨摩郡球技大会

1歳6か月児健康相談日(中央公民館

母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

第13回NHK旗争奪山梨県ママさんソフ

トボーノレ大会(昭和町)

乳児整形外科検診(中央公民館)

3種混合予防接種(中央公民館)

国民健康保険税5月分納期限 固定資産

税第 1期納期限 自動車税納期限

16 

17 春期ポリオ生ワク投与(中央公民館)

18 

19 

20 
満

21 

22 

23 
乳児健康相談日 (4・7か月児)(中央公民館)
農業委員会委員選挙告示、立候補受付締切日

24 

25 

26 

乳児健康相談日 00・13か月児)
(中央公民館)

無料法律調停相談日

(中央公民館)

母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館) 27 

28 農業委員会委員選挙投・開票日

29 

30 
春季昭和町老人クラブ地区対抗ゲート

ボーノレ大会(釜無工業団地公園運動場)

国際善
ょ三己ー。

思アー

消費者
の日

31 

※
ゴ
ミ
は
必
ず
指
定
の
袋
・
荷
札

を
使
用
し
て
出
し
て
下
さ
い
D

そ

の
他
の
も
の
で
出
し
て
あ
る
ゴ
ミ

に
つ
い
て
は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
こ
と
は
必
ず
守
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
祝
日
が
あ
る
た
め

収
集
日
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
ょ

く
確
か
め
て
お
出
し
下
さ
い
。

収
集
日

21 
(月)

24 

(木)

28 

(月)

7 

(月)

10 
(木)

14 

(月)

16 

(水)

17 

(木)

18 

(金)

31 

(木)
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